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　 人権尊重教育を全ての教育活動の基盤とし、キャリア在り方生き方教育の推進を通して、互いを尊
重し仲間と支えあいながら、自ら学び考える態度を育てる。また、それらの活動を通して、学びの意義・
喜びを実感させるとともに学習意欲を高め、自尊感情や規範意識を醸成する。
○魅力ある「わかる授業」の推進と学力の向上
○人権尊重教育の充実
○支援教育の充実
○教育諸課題への取組

今年度の重点目標

・多文化共生の意識と態度を育むために、本校の
「人権尊重教育プログラム」を継続する。

令和５年度　〔 自己評価報告書 〕

・教育課程全般と授業における指導と評価につい
て保護者へ周知する。
・わかる授業を実践し、基礎的な知識・技能の習
得、思考力・判断力・表現力の育成、主体的に学
習に取り組む態度の育成を図る。
・生徒一人ひとりの実態に応じた効果的な少人数
指導の実施をめざす。

学 校 教 育 目 標

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

・「かわさき教育プラン」の基本目標である「自主・
自立」「共生・協働」を基盤として「自ら考え、学び
合い、共に生きる」生徒の育成をめざして、各教
科、各領域においてキャリア在り方生き方教育を推
進する。
・少人数指導の実施教科で指導効果の検証がで
きるように、年間の指導の在り方等を考え、指導実
践していく。

・支援教育の指導体制への共通理解が深められ、
授業担当の人員確保に努め、支援の対応を行っ
た。
・支援教育サポート事業を活用し、きめ細やかな支
援ができた。

・キャリア在り方生き方教育を推進し、学活・道徳・
総合的な学習の時間等の年間計画等を検討し、
自ら考え、学び合い、共に生きる生徒の育成に努
める。

・教職員と支援教育サポーターの連携を通して、
一人ひとりに応じたきめ細やかな支援をさらに充実
させる。
・指導体制の共通理解を深め、授業担当の人員確
保に努め、支援の体制を継続する。

・問題発生時には、生徒指導担当を中心に、素早
く教師間で連絡を取り合い、事実関係の把握と指
導の方向性を共通理解して対応する。
・生徒のための教育相談であることから、希望に応
じて担任以外の教育相談も可能とする体制を継続
する。
・学級や学校の核となるリーダーを育成すること
で、校内規律の遵守や学校生活の改善の一助と
なるように、指導の体制を継続する。

・全校体制で人権尊重教育プログラムの授業実践
を進めた。６月２８日・１１月２４日に行った校内授業
研究会、また、１２月２０日に実施した人権講演会
を通して、人権尊重教育の推進を図った。

・多文化共生地域の特質を生かし、「共に生きる」
人権尊重教育を推進する。

・生徒指導確認事項の共通理解や連携のとれた
適切な指導を徹底する。
・一人ひとりの生徒を全職員で理解し、問題行動
の未然防止の視点で指導にあたる。
・スクールカウンセラーの保護者との関わりも含め
て教育相談を重視し、年間３回の相談期間（担任
以外も可）を設定する。

・自己の進路についての関心を高め、各自の個性
や能力の理解と伸長を図る。

・生活行動面ついて、全職員で見守 りながら、基
本的な生活習慣の確立に向けて丁寧に指導した。
・校内の毎週１回の主任会においては、具体的な
手立てや取組について話し合い、よりよい学校生
活を築けるよう推進 した。
・教育相談は毎回全員に実施することを原則とし、
担任以外の教育相談も生徒の希望で可能とした。

・学活・道徳・総合的な学習の時間等を通して、自
ら考え、学び合い、共に生きる生徒の育成を図っ
た。
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・保護者面談等で教育課程や教科授業における
指導と評価についての理解を図った。
・各教科の指導目標に基づき、基礎的な知識・技
能の習得、思考力・判断力・表現力の育成、主体
的に学習に取り組む態度の育成を図るための指導
方法の工夫を行った。また、少人数指導等の実践
により数学・英語の基礎学力の定着を図った。

○礼儀正しく、常に感謝する心を持つ生徒
○心身を鍛え、強い意志と実行力を持つ生徒
○知識技能を習得し、豊かな情操と品位を持つ生徒
○集団の中で、自主的に行動し、協力し合う生徒
○すべての人を尊重する心を持ち、国際的視野に立つ生徒

・支援教育への共通理解を図る。
・特別支援学級及び通常級の特別な支援を必要と
する生徒の教育的ニーズの把握とそれに対応する
具体的な支援を行う。



6

保健安全

7

保護者・地域との連携

8

運営組織

・保護者面談等での保護者からの意見や感想を学
校全体で受けとめ、より良い学校づくりに努める。
・学校だよりの配付や校舎内外の掲示板の活用
で、来校者にも学校の様子を理解してもらえるよう
に工夫や改善に努める。

・細かい年間反省を行うことで、来年度の方向性を
示し、分掌ごとの仕事が円滑に進むように確認を
行う。

・基礎基本となる生活習慣について、学級指導等
を通して、継続的に指導した。
・環境整備として、生徒会を中心に、掲示物等の
工夫・改善を行った。
・掲示板の活用や保健委員会の呼びかけにより、
生徒の意識の変容が見られた。

・基本的な生活習慣の確立や学習意欲の持続の
ためにも、日常の健康指導等を継続して指導す
る。
・保健委員会等の生徒の活動を大切にし、自分の
身体や健康状態について理解し、問題解決する
力を促進する。

・各分掌の仕事内容を見直し、会議の合理化や職
員各自の仕事内容等の確認を行った。

・人権尊重教育を全ての教育活動の基盤とし、「かわさき教育プラン」の基本目標である「自主・自立」
「共生・協働」を学校経営の柱に位置づけ、「自ら考え、学び合い、共に生きる」生徒の育成に向けて、
日々の教育活動に取り組んでいきたい。
・お互いを尊重できる、心豊かな子ども達の育成に努めた。また、人権尊重教育の校内授業研究会（６
月、１１月）の実施に向けて、推進会議、各学年での指導案検討、プレ授業を通して検討を重ね、当日
の授業を実施した。次年度も「共に生きる」人権尊重教育に教職員全員で取り組んでいきたい。
・キャリア在り方生き方教育の視点から、小中連携教育をより充実させ、さらに連携を深めたい。
①小中の交流を深め、中１ギャップを解消し、期待をもって中学校へ進学できるように努める。
②小中９年間を通じて、「学び」を積み上げ、基礎的・汎用的能力の育成を図る。
・次年度も一人ひとりを大切にする学校教育に取り組み、生徒・保護者のニーズを把握し、支援内容・
支援方法を検討して指導実践に努めたい。

学校運営のまとめ

・学校生活で生徒が頑張っている様子が学校だより等を通して、理解していただ
いた。また、県大会・関東大会・全国大会に出場した運動部があり、生徒の頑張り
を褒めていただく場面が多くあった。
・体育祭や桜華祭等で、生徒の頑張っている姿が多く見られてよかったとの感想
をいただいた。
・地域での様子などから、挨拶をはじめとして、毎年よりよくなっているという報告
をいただいた。
・「生徒一人ひとりに丁寧に接している」という評価があった。今後も、生徒一人ひ
とりを大切にした温かな関わりを大切に、日々の教育活動に努めたい。

・基礎基本となる生活習慣を確立する。
・安全で安心できる生活が過ごせるように、学校全
体の環境整備に努める。
・自分の身体や健康状態について理解し、問題解
決する力を養う。

学 校 関 係 者 の評 価

・学校だよりの定期的な発行により、保護者や地域
へ積極的な情報発信を行い、本校の教育活動へ
の理解に努める。
・学校評価を学校運営に反映させる。

・各分掌の連携による学校運営業務の円滑な推進
を図る。
・分掌ごとの活動目標の設定や実施計画を明確に
する。

・学校だよりを定期的に発行することで、行事や学
校生活の様子等を伝えることができた。
・学校評価アンケートの集計結果を踏まえ、学校運
営の推進を図った。


